
(党議員の質問) 

13.5％もの水道料金の大幅改定中止を求める！ 

令和６年度からの料金改定は実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(上下水道部長・答弁) 

 

 

 

 

 

 

 

 

市議会議員の期末・勤勉手当を国家公務員の人事委員勧告に準じて条例改正が提案されました。スト権を持たない国家 

公務員に対する人事院勧告を「基本」「指針」などとして、本市議員の期末・勤勉手当を改正することは、その趣旨から「なじま 

ない」ものであり、現在の原油・物価高騰の状況では、到底市民の理解が得られないとの理由で反対しました。 今回は、市長、 

副市長、教育長の改定は提案がありませんでした。 

＊党議員団は、今回の改定による増額分については、昨年同様に「被爆者援護の団体」に支援しました。

 

 

 

 

  

 

 

 

 

日本共産党  

舞鶴市会議員団です! 
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【発行】 日本共産党舞鶴市会議員団 

連絡先☎６５－４０５0  Fax６５－４０５１ 

議員のボーナス増額に反対しました！ 特別職は提案せず                    

2023年12月定例会が閉会しました。第98号
議案（補正第９号)については、物価高騰などの
影響を受けている住民税均等割非課税の世帯や
家計急変世帯へ一世帯当たり7万円を給付する
特別給付金事業などが主な事業ですが、議員の
期末・勤勉手当の増額分が一緒に予算化されて
おり、その一点で反対しました。 
また、第88号議案から95号議案まで市の公

の施設の指定管理者を決定する議案ですが、公
募、非公募の見直しも含めて検討を求めました。 

全２７議案に賛成し、４議案に反対しました 

  ＊議会の役員が代わりました        
 

●副議長 田畑篤子議員(新政ク)に。 
●会計監査委員 今西克己議員（新政ク）に。 
*党議員団は、副議長は立候補した伊田悦子 

議員に投票し、結果は6票でした。 

日
本
共
産
党
党
議
員
団
で
す 

●
伊
田
悦
子
議
員(

６
期)  

議
員
団
長 

 
 

   

市
民
文
教
委
員 

広
報
・
Ｆ
Ｍ
委
員 

●
小
杉
悦
子
議
員(

６
期) 

 
 

   

福
祉
健
康
委
員
会
・
副
委
員
長 

●
小
西
洋
一
議
員(

２
期) *

幹
事
長 

 
   

 

総
務
消
防
委
員 

都
計
審
委
員 

 
 

    

原
子
力
防
災
等
安
全
委
員 

コロナ禍を経て、物価高騰が市民の暮らし
と営業を直撃しており、地域経済にも大き
な影響が出ています。党議員団は、不要普及
の大型事業は一時中止し、市民のくらしと
営業を守る緊急支援策を要望しました。 
来年度予定されていた水道料金の 13.5％

もの大幅改定を行わないことは歓迎するも
のの、八幡市で実施されている上下水道料
金の緊急減免や、さらに高すぎる国保料金
の緊急値下げなどの支援策を求めました。 

＊
１
１
月
２
８
日
・
可
決 [

補
正
第
７
号]  

⚫

農
地
・
農
業
用
施
設
の
早
期
復
旧
費
１
３
０
０
万
円 

⚫

水
産
業
経
営
改
善
支
援
事
業
費
補
助
金 

７
５
０
万
円 

⚫

林
業
施
設
・
農
地
災
害
復
旧
事
業
費
１
億
４
４
４
１
万
円 

⚫

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費 

 
 

８
７
６
２
万
円 

 
 

・
宇
谷
川
他
、
護
岸
復
旧
、
土
砂
撤
去
な
ど 

  

補
正
予
算(

第
８
号)

の
主
な
内
容 

 
 

⚫

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金  

１
億
円 

⚫

税
番
号
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費 

８
３
４
万
円 

⚫

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費 

５
４
６
０
万
円 

・
就
労
継
続
支
援
給
付
費 

３
１
２
０
万
円 

 
 

 

・
生
活
介
護
給
付
費 

 
 

２
３
４
０
万
円 

 

⚫

母
子
家
庭
・
児
童
福
祉
一
体
的 

相
談
支
援
等
充
実
経
費  

２
３
０
万
円 

⚫

企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費 

・
舞
鶴
倉
庫
の
増
設
支
援 

 

３
０
３
０
万
円 

 
 
⚫

学
校
施
設
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
防
止
対
策
経
費 

５
４
２
万
円 

⚫

国
保
の
産
前
産
後
の
国
保
料
の
減
免 

 

 

補
正
予
算(

第
９
号)

の
主
な
内
容 

 
 

⚫

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費 

 
  

 
 

 
 

 
 

８
億
７
７
０
０
万
円 

１
基
準
日
に
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
分
の

住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯 

２
１
の
世
帯
と
同
様
の
「
家
計
急
変
世
帯
」 

*

家
計
急
変
世
帯
の
場
合
は
市
の
窓
口
へ 

【
給
付
時
期
】
１
月
下
旬
か
ら
３
月
ま
で 

 

小西・伊田・小杉議員 

西市民プラザの運営方針に関する 

請願には反対しました 
 

 この請願は、公募による指定管理者が FM ま

いづる(有本積善社)に決定した12月定例会に提

出されたもので、選定委員会の公平さにも関わ

ることから、この時期の請願は「適切ではない」

と判断し反対しました。党議員団としては、こ

れまで西市民プラザの運営に尽力されたまちづ

くりサポートクラブへの丁寧な説明と十分な連

携を求めました。 

党
議
員
団 

紙
の
健
康
保
険
証 

存
続
求
め
る
意
見
書
を
提
案 

 

政
府
が
来
年
秋
か
ら
廃
止
を
決
定
し
て

い
る
紙
の
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
国
へ

の
意
見
書
を
求
め
る
陳
情
が
京
都
社
保
協

や
京
都
保
険
医
協
会
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
党
議
員
団
は
国
へ
の
意
見
書
を
提
案

し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
他
会
派
の
賛
同
が

得
ら
れ
ず
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

<

反
対>

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団
６
名 

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団
７
名 

公
明
党
議
員
団
４
名 

市
民
ク
ラ
ブ
議
員
団
３
名 

無
会
派
２
名 

議員の請負の状況の公表に関する 

条例制定に反対しました 
 地方自治法の改正に伴う条例改正で、議員の

成り手不足の解消がねらいです。自治体への請

負額が 300 万円以下であれば議員の請負が可

能となりますが、透明性や公平性に問題がある

として、この条例改正には反対しました。 
引き続きよろしくお願いいたします。 

市長へ新年度予算を要望 
１ 平和守る市政運営 
  基地増強への情報提供等8項目 

２ 地域経済の振興 
   農林漁業支援強化など11項目 

３ 公教育、子育て支援の強化 

   学校の給食無償化など22項目 

４ 命を守るー医療、介護、福祉の強化を 

   ケア労働者の待遇改善など16項目 

５ 大型事業から市民生活密着の事業へ 

   災害を未然防止するための「流域治水対策」など12項目 

６ ジェンダー平等、一人一人の個性が輝く舞鶴に 

   パートナーシップ制度の創設など9項目 

7 原発ゼロ、環境守る市政運営を 

   再生可能エネルギーへの転換を求めるなど10項目 

 
12月21日、桑垣公室長 
に要望する党議員団 

 



伊
田 

土
日
の
中
学
校
部
活

を
地
域
へ
移
行
す
る
た
め
に

実
証
実
験
も
行
わ
れ
て
い
る

が
課
題
も
多
い
。
①
生
徒
の

自
発
性
を
大
切
に
、
悩
み
に

寄
り
添
っ
た
教
育
的
側
面
の

欠
落
と
い
っ
た
可
能
性
の
問

題
、
②
受
益
者
負
担
の
考
え

方
に
よ
る
保
護
者
の
費
用
負

担
増
の
問
題
、
③
練
習
場
所

ま
で
の
送
迎
の
問
題
等
費
用

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
予
算
と
体
制
の
裏
付
け

が
必
要
。
課
題
等
も
含
め
十

分
な
議
論
を
重
ね
、
国
に
も

支
援
を
求
め
て
い
く
働
き
か

け
が
重
要
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。
部
活
動
の
基
本
的
性

格
を
整
理
し
、
必
要
な
予
算

と
体
制
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
過

程
で
は
生
徒
た
ち
の
声
を
し

っ
か
り
聞
く
こ
と
が
重
要
。

今
後
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に

部
活
動
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
を
望
む
が
ど
う
か
。 

答
弁 

競
技
力
向
上
は
も
と

よ
り
、
人
間
性
の
向
上
を
目

指
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、

勝
利
至
上
主
義
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
。
地
域
ク
ラ
ブ

への
参
加
に
伴
う
保
護
者
の
費

用
負
担
、
送
迎
の
費
用
負
担

は
課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い

る
。
国
に
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
移
行
が
可
能
と
な
る
よ
う

財
政
措
置
を
要
望
し
、
府
に

対
し
て
も
支
援
を
要
望
し
て

い
る
。 

 

 

や
適
正
・確
実
な
徴
収
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

税
機
構
への
移
管
を
推
進

し
て
い
る
。
国
が
す
す
め

る
標
準
化
の
導
入
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
変
更
や
事

務
の
効
率
化
・広
域
化
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
て
、

令
和
七
年
四
月
に
税
機

構
に
移
管
す
る
こ
と
が

最
良
と
考
え
て
い
る
。 

     

小
杉 

大
阪
府
は
、
国

の
方
針
に
沿
っ
て
い
ち
早

く
「
保
険
料
水
準
の
完

全
統
一
」
を
国
保
運
営

方
針
に
明
記
し
、
令
和

六
年
に
「保
険
料
水
準
の

完
全
統
一
」
を
行
う
と

し
た
。
そ
の
結
果
、
大
阪

府
の
各
市
町
村
の
国
保

料
は
年
々
引
き
上
げ
ら

れ
、
全
国
最
高
水
準
の

高
さ
で
住
民
負
担
増
に

直
結
し
て
い
る
。
京
都

府
内
で
は
、
南
北
間
で

の
医
療
水
準
に
格
差
が

あ
る
こ
と
、
保
険
料
の

自
治
体
格
差
が
１
，
８
倍

に
も
及
ぶ
こ
と
な
ど
か

ら
、
国
保
運
営
協
議
会

の
統
一
保
険
料
の
先
送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国
保
の
問
題
は
広
域
化
、
保
険
料
の
統
一
化
で
は
解
決
し
な
い 

地
方
税
機
構
へ
の
移
管
は
「
徴
収
業
務
の
強

力
化
」
に
つ
な
が
る
！ 

 

小
杉 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
市
長
の
公
約
で
も
あ
る
学
校
給
食
の
無
償
化 

ま
ず
中
学
校
で
、
来
年
度
四
月
か
ら
実
施
す
べ
き
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
西 

洋
一 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
、
保
護
者
の
寄
付
の
実
態
を
つ
か
み 

教
育
予
算
の
確
保
で
公
教
育
の
充
実
を
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
田 

悦
子 

議
員 

202４年1月号 こんにちは日本共産党市会議員団です 

伊
田 

こ
の
間
「生
理
の

貧
困
」対
策
と
し
て
、
ト

イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
設

置
を
求
め
て
き
た
。
す

で
に
、
本
庁
１
階
ト
イ
レ

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
き

た
。
今
回
、
中
学
校
２
校

で
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品

設
置
の
実
証
実
験
が
さ

れ
る
。
そ
の
他
と
し
て
生

徒
全
員
に
取
組
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

効
果
的
な
取
組
の
あ
り

方
を
検
証
す
る
と
し
て

い
る
。
そ
れ
を
受
け
、
全

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
へ
、

生
理
用
品
の
設
置
を
求

め
る
が
い
か
が
か
。 

答
弁 

現
在
、
中
学
校
で

行
っ
て
い
る
実
証
実
験

の
結
果
や
生
徒
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、

学
校
に
お
け
る
生
理
用

品
の
適
切
な
配
置
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
る
。 

小
西 

令
和
２
年
３
月
に
制

定
さ
れ
た
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
く
令
和
６
年
度

に
予
定
の
１
３
．
５
％
も
の

大
幅
な
料
金
改
定
は
物
価

高
騰
の
な
か
で
も
あ
り
、
市

民
生
活
を
ま
す
ま
す
厳
し

く
す
る
。
料
金
改
定
を
中
止

し
、
基
本
料
金
の
減
免
な
ど

市
民
生
活
応
援
の
緊
急
施

策
を
実
施
す
べ
き
で
は
。 

 
 

答
弁 

こ
れ
ま
で
の
決
算
で

純
利
益
が
見
込
み
よ
り
多

く
、
資
産
更
新
の
財
源
を
一

定
額
確
保
で
き
る
見
込
み
で

あ
り
、
令
和
６
年
度
か
ら
の

料
金
改
定
は
実
施
し
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
西 

こ
れ
ま
で
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
東
図
書
館
を
廃

止
し
て
「商
工
セ
ン
タ
ー
」
や

「ま
な
び
あ
む
」に
縮
小
す
る

の
で
な
く
、
現
在
の
東
図
書
館

を
そ
の
ま
ま
改
修
・整
備
し
て

「東
の
分
館
」
と
し
て
残
す
方

が
「
市
民
の
求
め
る
魅
力
あ

る
」図
書
館
事
業
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。 

答
弁 

こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
か
ら

幅
広
く
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、

市
と
し
て
決
定
し
て
い
く
。
分

館
機
能
の
充
実
に
努
め
る
。 

伊
田 

９
月
議
会
で
は

中
学
校
に
よ
っ
て
は
強

制
的
と
も
思
わ
れ
る

「体
育
後
援
会
」等
に
つ

い
て
質
問
し
た
。
小
学

校
で
も
『
教
育
振
興
会

費
』の
名
の
も
と
で
保
護

者
・地
域
か
ら
徴
収
し

て
い
る
学
校
も
あ
り
、

疑
問
視
す
る
声
が
あ
が

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
は
正
す
べ
き
と
考

え
る
。
使
途
は
教
材
費

と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
各
校
の
実

態
を
つ
か
み
、
公
教
育

の
果
た
す
べ
き
役
割
を

果
た
す
た
め
に
も
、
公

教
育
予
算
の
拡
充
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
求
め
る
。 

答
弁 

市
民
か
ら
誤
解

を
招
く
こ
と
が
な
い

よ
う
に
実
態
の
把
握

に
努
め
、
必
要
な
予
算

の
確
保
に
努
め
る
。 

小
西 

学
校
給
食
の
無
償
化
は

市
長
の
公
約
で
も
あ
り
、
府
下

の
市
で
初
の
事
業
と
し
て
、
ま

ず
中
学
校
で
来
年
の
４
月
か

ら
実
施
す
べ
き
で
は
。
所
要
額

も
１
億
円
程
度
で
済
む
は
ず
。

高
校
進
学
に
向
け
て
部
活
や

学
習
塾
等
で
何
か
と
お
金
の

か
か
る
時
期
で
あ
り
、
保
護
者

の
大
き
な
負
担
軽
減
に
な
る
。 

答
弁 

文
科
省
調
査
で
、
公
立

中
学
生
の
保
護
者
は
、
小
学
生

よ
り
年
間
約
１
８
万
６
千
円

も
多
く
負
担
し
て
い
る
。
段
階

的
導
入
は
有
効
な
手
法
と
の

認
識
で
あ
る
。
時
期
も
含
め
具

体
的
に
検
討
し
て
い
る
。 

小
杉 

本
市
は
、
平
成

２
２
年
に
京
都
地
方
税

機
構(

税
機
構)

が
発
足

し
て
も
、
こ
の
移
管
事

業
は
税
の
関
係
だ
け

で
、
国
保
の
滞
納
徴
収

業
務
は
市
の
事
業
で
行

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

な
ぜ
令
和
七
年
か
ら

税
機
構
に
移
管
す
る
の

か
、
今
回
方
針
を
変
え

る
に
至
っ
た
経
過
と
理

由
に
つ
い
て
問
う
。 

答
弁 

国
保
料
は
税
と

異
な
り
、
非
課
税
の
方

で
も
保
険
料
が
賦
課
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活

困
窮
に
よ
り
納
付
が
困

難
と
な
る
世
帯
に
対
し

て
は
、
よ
り
丁
寧
な
納

付
相
談
・徴
収
業
務
が

必
要
と
考
え
て
い
た
。

国
と
京
都
府
に
お
い
て

は
、
都
道
府
県
単
位
で

の
保
険
料
水
準
の
統
一

に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
お
り
、
ま
た
、

京
都
府
は
市
町
村
域
を

超
え
た
対
応
が
可
能
に

な
る
こ
と
、
専
門
的
知

識
を
有
す
る
職
員
に
よ

る
一
体
的
な
債
権
確

保
、
徴
税
コ
ス
ト
の
削
減 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

り
と
し
た
。「
保
険
料
の

統
一
の
先
送
り
」
の
府

の
協
議
の
経
過
や
内

容
、
市
の
受
け
止
め
は

ど
う
か
。 

答
弁 
令
和
三
年
の
国

民
健
康
保
険
法
の
改
正

で
、
令
和
六
年
四
月
よ

り
「保
険
料
水
準
統
一
」

が
実
質
的
に
法
律
上
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
京

都
府
は
「国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
」
に
保
険

料
水
準
統
一
の
目
標
時

期
を
明
記
し
な
い
方
針

を
示
し
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
保
険
料
の
値

上
が
り
に
つ
い
て
一
部
の

市
町
村
か
ら
慎
重
な
対

応
を
求
め
る
意
見
が
上

が
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
国
は
十
月
に

「保
険
料
水
準
統
一
化

加
速
化
プ
ラ
ン
」を
策
定

し
、
将
来
的
な
完
全
統

一
を
見
据
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
と
し
て
は
保

険
料
水
準
の
統
一
化
に

向
け
た
準
備
を
す
す
め

て
行
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
西 

市
の
職
員
が
発
見
し
た

「杉
山
水
源
水
道
遺
構
」は
、
旧

鎮
守
府
開
設
に
伴
う
本
市
の
近

代
化
の
歴
史
に
光
を
当
て
る
貴

重
な
調
査
結
果
だ
。
か
な
り
良

好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
お
り
、
保

存
に
向
け
て
直
ち
に
検
討
を
開

始
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
市
の
見
解
を
聞
く
。 

答
弁 

旧
海
軍
の
第
三
火
薬
廠

へ
水
を
供
給
す
る
施
設
で
あ
る

と
考
え
る
。
取
水
井
か
ら
導
水

管
、
浄
水
場
、
配
水
池
な
ど
主
要

な
施
設
が
群
と
し
て
残
る
な
ど
、

昭
和
時
代
初
期
の
海
軍
水
道
施

設
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
施
設
。 

今
後
、
保
存
を
検
討
し
て
い
く
。 

公
教
育
の
役
割
を

果
た
す
べ
き 

小
西 

『安
保
３
文
書
』に
基

づ
く
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
、
そ
の
た
め
の
「自
衛

隊
施
設
の
強
靭
化
」「総
監

部
の
地
下
化
」に
対
す
る
濱

田
防
衛
大
臣
の
国
会
答
弁

と
市
長
の
認
識
に
隔
た
り
が

あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
市
の

見
解
を
改
め
て
聞
く
。 

答
弁 

自
衛
隊
施
設
の
整

備
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
防
衛
力
強
化
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
。
我
が
国
に
対

す
る
攻
撃
が
行
わ
れ
な
い

よ
う
抑
止
力
を
強
化
し
、
国

家
と
し
て
安
全
・
安
心
を
高

め
る
た
め
の
整
備
と
考
え

る
。
国
を
守
る
た
め
の
整
備

イ
コ―

ル
本
市
を
守
る
た

め
の
整
備
で
あ
る
と
の
認

識
に
変
わ
り
は
な
い
。 

 

保
険
料
の
統
一
化

は
、国
保
料
の
大
幅

な
引
き
上
げ
に 

 

学
校
ト
イ
レ
に 

生
理
用
品
の
配
置
を 

 

 

 


